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	この遺伝子は、溶質輸送体ファミリー6のメンバーをコードしています。このファミリーのメンバーは、ナトリウムおよび塩素依存性の神経伝達物質トランスポーターです。コードされているタンパク質は、中性アミノ酸と陽イオン性アミノ酸の両方を輸送します。このタンパク質は、β-アラニン輸送体としても機能する可能性があります。この遺伝子の変異は、X連鎖性肥満と関連している可能性があります。この遺伝子の偽遺伝子は、X染色体上に存在します。[RefSeq提供、2010年5月],疾患：SLC6A14の遺伝的変異は、X連鎖性肥満（OBX）の感受性と関連している可能性があります[MIM:300306]。肥満は、2型糖尿病、冠動脈疾患、高血圧、変形性関節症、特定の癌などの疾患の素因となることが示されています。一般的な肥満は、複数の遺伝的要因と環境的要因、そしてそれらの相互作用によって引き起こされる可能性が高い。,機能：Na(+)/Cl(-)依存的に、プロリンを除く幅広い中性アミノ酸および陽イオン性アミノ酸の取り込みを媒介する。,その他：BCH（2-アミノビシクロ-[2.2.1]-ヘプタン-2-カルボン酸）によって輸送が阻害される。,類似性：ナトリウム-神経伝達物質共輸送体（SNF）ファミリーに属する。,組織特異性：成人および胎児の肺、気管、唾液腺で最も高い濃度を示す。乳腺、胃、下垂体ではより低い濃度が検出され、結腸、子宮、前立腺、精巣では非常に低い濃度を示す。,
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	SLC6A14ポリクローナル抗体を用いた293細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト乳房の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

